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研究の背景
船舶検出による海洋監視の必要性
－国家間交流の治加に伴う船舶追突事故急増
．操業海減，時期の違反漁業活動
－汚主主油の流出による海洋汚染
－船舶を利用した密給入，密入国の行為
－武装海賊による海洋強盗事業急治（ソマリア・アデン沖などを中心に）
海洋監視の現時点の現況と問題
・コーストガード，海軍派遣．海洋監視レーダ，AISなどによる監視活動
司監視海織の広範図．膨大な予算．人的な資源確殺の閉館．
当 合成関口レーダによる船舶検出を海洋監視の解決策として注目
より高精摩の船舶検出のアルゴリズムが必要
先行研究
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MLCC-CFARの概要
ルック1とルック2画像lま異なる中心周波数のマルチルック処理で
生成
シミュレーションによる分布推定の検匝
ワイプル分布
. 紋パラメー ヂ：乙1
左側の結果 他の倒の鉱泉
（形状パラメ-$1:1.5と1.7)
研究の目的
マルチルック相互相関法（MLCC)
－シークラッタに埋もれている船舶の検出が可能
MLCC処理後の海面コヒーレンス画像に高い相関性
を待つスペックルノイズが存在する場合
船舶のMLCC箇像のSNRの低下，FARの上昇
坊 MLCC画像のみからは船舶検出が困難
マルチルック処理：スペックルノイズの軽減が可能
MLCC処理シークラッタからターゲットの検出可能
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FBS 34.3の結果
献納
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FBS 34.3のMLCC-CFAR処理結果：
SNR: 
MLCCコヒー レンス画像より：42.町dB］上昇
N=4のし曹い値処理より ：9.2[d8］上昇
FAR: N=4より29.6(%］低下
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FBS 21.5のMLCC-CFAR処理結果：
側 R
MLCCコヒ レーンス副像より：16.笥dBJ上昇
N=2のし曹い値処理より ：14.4[d8］上昇
FAR: N=2より28.7［%］低下
結論と今後の課題
以上のMLCC処理後のコヒー レンス画像に相関性を待つスペックルノイズが存在する場合．船船の
SNRの低下とFARの上昇が問題として指繍されてきた．この課題に対して新手法.MLCC-CFARを
提案した．その結果．
一 MLCC処理後のコヒー レンス値はガンマ分布に従うことを明らかにした
一平均SNRはしきい値処理と比べて12[dB］の向上と29r覧］のFAR｛底下が得られた
一期待鼠警報徳率に合わせてしきい値段定が可能であった
分布推定l立シミュレー ションと実際のヂー 脅から得られた経験的な結果であるため浬鎗的な考察
が必要である．
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